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                八木 順一 

4月 27日(木） 活動    晴れ   80名＋2名 

参加者 80名。暖かい日差しゆえか。また、昼食

時には竹の子のてんぷらが。打ち合わせでは、体

調管理に留意して欲しいことや今日から男性陣も

賄いに参加・協力

する体制がスター

トしたこと等の連

絡が行われる。里

山 Gは部分皆伐地

区やサイト付近の

倒木処理、エコ G

はシイタケ収穫や野菜の種まき・土寄せ・施肥、

そして稲の籾まき、景観 Gは実りの森整備や竹の

子採り、と精一杯の活動を行う。その他ビオ班は

近大生が持参したタガイの池への放流やレンコン

畑の整備、花班は山野草園の草取り、そしてパト

G はミーティングの他に観察路の危険箇所にロー

プ張り、そして果樹クラブはコンニャク植え付け、

とこちらも目いっぱいの活動を行う。        

5月 4日(木） 活動   晴れ  73名＋1名 

総理大臣賞授賞式の報告が行われ、早速打ち合

わせ後には広報の表紙を飾るべく、参加者全員で

記念撮影。また月初めの協働作業として、先月に

引き続き、松林

の土掻きを行う。

マツタケの収穫

に向けて、頑張

りたいものだ。

里山 Gは部分皆

伐地区の伐倒木

の整理、エコＧは野菜の灌水や移植、景観 Gはサ

イト付近の草刈りに掛かり切る。その他ビオ班は

水生生物調査、花班は山野草園の草取り、そして

パト Gは先週に引き続きパトロールのほか、観察

路の危険箇所の標識付けに取り組む。本日から新

入会員 1名。 

5月 11(木） 活動    晴れ  70名＋4名 

夏のような日差しの中での活動。健康面への配

慮も必要だ。臨時の幹事会や希少植物の観察会実

施の件やこれからの実施予定の行事・イベントの

連絡が打ち合わせで行われる。またスズメバチが

出たことも報告され、注意を喚起する。里山 Gは

ほだ木の定置準

備、エコ Gはエ

ンドウの収穫や

サツマイモ等の

植え付け、そし

て景観 GはＢＣ

付近の草刈りと

忙しい一日になった。また、ビオ班は池付近の草

刈り、花班は夏花の種まき、そしてパト Gは希少

植物説明会のほか階段作りにも取り組む。新しい

年度の活動が本格的に始まった。 

5月 18日(木） 活動   晴れ  66名＋5名 

日差しが強く、暑い。急遽サイトを変更し、来

週からは緑陰広場での活動になる。そのために全

員で引越し作業を行う。加えて、朝日親子環境教

室や果樹園クラ

ブ、また会計引

継ぎ等々、いろ

いろな打ち合わ

せや話し合いが

あちこちで行わ

れる。目の回る

ような一日だ。近大生 4名来訪。新しい布陣でビ

オに関わってくれる様だ。また。当会の取材のた

めのタウン誌の記者１名とシニア生も 2名来訪。

里山 Gは漆の伐採等、エコ Gは野菜の収穫やネッ

ト張り、そして景観 Gは草刈りと季節との競争に

なった。その他ビオ班は池周辺の草刈り、花班花

畑の草取り、パト Gは階段整理とこちらも忙しい

一日になった。 


